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屋根先端ラインを示す
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減築

( 例 ) 「１Ｗ－１」

平成2 0年度耐震補強工事による

ＲＣ造補強壁を示す

新設

フローリング・木デッキ

畳敷き

カーペット敷き

土間市民

常備消防

消防団

U P

U P

U P

U P

U P

U P

消防窓口

救急車ポンプ車

軽バン

U P
複合機

冷蔵庫

食器棚

受付

U P

事務用品収納棚

水回り

3人掛
ソファ

ホワイトボード
掲示壁

消防車庫
（７５㎡）

出動準備室
（１５㎡）

救急消毒
（８㎡）

消防倉庫
（５３㎡）

消防会議室
（３４㎡）

常備消防事務所
（８２㎡）

ロビー
（２８㎡）

倉庫
（１０㎡）

MWC
（１０㎡）

WWC
（１０㎡）

SW
（６㎡）

給湯室
（１２㎡）

食堂・休憩室
（２７㎡）

仮眠室3
（１４㎡）

仮眠室2
（１４㎡）

仮眠室1
（１４㎡）

女性
専用室

（１４㎡）

トレーニング
ルーム

（２９㎡）

消防団事務所
（２９㎡）

会議室
（２９㎡）

避難スペース
（２９㎡）

避難スペース
（５４㎡）

MWC
（1 0㎡）

WWC
（1 0㎡）

ブリッジによる接続

絵本コーナー

屋根

屋根

U P

U P

受
付

畳コーナー

上部
吹抜

既存水道

下足入れ 下足入れ

展望テラス受付

調理室
（８８㎡）

図書コーナー
（２７㎡）

多WC
（４㎡）

MWC
（１０㎡）

WWC
（１０㎡）

ギャラリー兼ロビー
（１０８㎡）

倉庫
（２９㎡）

多目的室
（和室）
（５４㎡）

収納
（８㎡）

消防団倉庫

小会議室
（５８㎡）

中会議室
（８３㎡）

コミ活動専用室
（２４㎡）

コミュニティ防災センター
（備蓄倉庫）
（７２㎡）

消防団車庫
（消防車）

市民窓口事務所
（２８㎡）

地区センター
事務室

（２７㎡）

（ Ｃ １ ７ ）

RD RD
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6-3.　平面図

■吹抜け
一部吹抜けを計画することで、
建物の自重軽減を図るとともに、
上下階のつながりを高める。　
上下階の雰囲気が感じられることは
管理の負担軽減にも寄与。

壁の位置を一部変更することで、
大人数が収容可能な会議室を計画。

各コミュニティ団体が利用できる
コミ活動専用室を計画し、
活発なコミュニティ活動を応援。

■畳コーナー
各窓口の中心にはロビーを設け、
畳コーナーや絵本コーナーを併設することで、
利用者が立ち寄りやすい場所を計画。
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減築

( 例 ) 「１Ｗ－１」

平成2 0年度耐震補強工事による

ＲＣ造補強壁を示す

新設

フローリング・木デッキ

畳敷き

カーペット敷き

土間市民

常備消防

消防団

演台

プロジェクター投影

（6 0席）

ケースB：講演会

プロジェクター投影

ケースA：パブリックビューイング

9 6席

ケースC：大会議

ベンチ

土間土間

既存水道

ベンチ

展示壁

プロジェクター投影

展示壁 モニター

カウンター

ベンチ

展望の間

U P

U P
展望テラス

収納棚

土間

小上がり

吹抜
（上部ハイサイド）

ベンチ

受付スペース

みんなの居間
（９２㎡）

みんなの台所
（２８㎡）

集いの間
（１８９㎡） ギャラリー

（３６㎡）
談話の間
（３６㎡）

奥の間
（２２㎡）

WWC
（８㎡）

MWC
（８㎡）

子供用
WC

（3㎡）

授乳室
（3㎡）

倉庫
（３６㎡）

キッズスペース
（１２㎡）

３ 階 平 面 図
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■手すり
一般的な手すりではなく、
思わず近寄りたくなるような仕掛けとして、
手すりを兼ねたカウンターを計画

■仕上げの考え方
土間部：既存現し
居室部：仕上新設
など空間の特性に応じて
仕上にメリハリをつける
こ と で、 コ ス ト 削 減 も　
見込める

■奥の間
畳敷きの小上がりとなっており、
下足を脱いで利用する。
勉強や、読書など静かな時間を過ごす場所

■ギャラリー
地域サークルや学生の制作物など
文化的活動の表現の場

■居間
床仕上げを変えることで、柔らかな空間を演出。
誰もが腰掛けられるベンチや丸テーブルを設置。

■集いの間
W 杯や五輪、地元の高校やスポーツチームを
応援するパブリックビューイングや、
講演会、映画上映会等のイベント時に使用

■台所
獲れすぎた野菜や果物を誰もが自由に
調理し、食事ができる台所■集いの間

地域の総会やパブリックビューイング、映画上映会など
大人数での活動に対応する大空間。

（参考：馬木キャンプ）

（参考：茶の庭）

（参考：SAGA FURUYU CAMP）

（参考：SAGA FURUYU CAMP）

（参考：多賀町中央公民館）

（参考：多賀町中央公民館）

（参考：鷹栖地区住民センター）
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